
『私らしく・あなたらしく』  授業展開（略案） 

 

導入 

 「入院の経験はある？」  ある or ない  

「どんな気持ちだった？」 ・早く帰りたい 

 ・お見舞いに来てくれて嬉しかった 

  

範読７分 

    

場面発問① 

 「帽子を取られて“髪があるじゃん”と言われたとき、僕はどんな思いだっただろうか」 

  ・悔しい ・このやろう ・くそーっ 

・どうしてそんなこと言われないといけないの？ 

 ・やっぱり外は厳しいな・・・  ・別にどうってことない など 

 

場面発問② 

 「どうして“外は厳しい”のだろう。何が分かったのだろう。」 

  ・勝手に姿、形で判断されるから ・病院のように守られていないから 

  ・見た目が違うと差別や偏見の目で見る人が多いから 

 

 （補助①）「彼らに“外は厳しい”と思わせているのは、誰だろう？」 

  ・周りにいる人 ・他人 

 （補助②）「自分はどこにいる？どこの立場？」 

  ・周りにいる人 ・他人  

私たちも“外は厳しい”と思わせている 1 人になっているかもしれないことに気づかせる。 

 

場面発問③ 

 「（“外が厳しい”と知りながらも）Ｋ君はなぜ、いつも笑顔なのだろう。」 

  ・みんな同じ人間であることを知っているから 

  ・自分の生き方を恥じていないから  

  ・自分の生き方に自信をもっているから 

・偏見や好奇心の目で見られる辛さや苦しみを知り、それを乗り越えたから 

  ・病気と闘い、最後まで諦めず、夢に向かって生きているから 

 

主題発問 

『病気と闘い、好奇の目とも闘ったＫ君は、あなたに何を伝えようとするのだろう』 

・見た目で人を判断しない ・本当のその人を見て ・自分も周りも大切に 

・偏見、差別がなくなりますように           （学びあい：フリー） 

 

感想 


